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立神峡だより
熊本地震の影響立神峡にも

5月は鯉のぼりで大いに盛り上がり

秋山幸二ミニギャラリ－の看板を各所に設置

　平成28年4月14日午後9時26分震度7の地震が突
然、熊本地方を襲い、また、その28時間後4月16日
深夜1時25分にまた、震度7の大地震が起きました。
これにより、益城町やその周辺地域は大きな被害
に見舞われました。
　立神峡の施設の損傷は奇跡的に免れ、宿泊には
影響はありませんでした。
　しかしながら、立神峡の岸壁には、深いダメ－ジ
があり、その一部が氷川に落下しました。巨大な石
が10個ほど落下しております。有史以来、幾度とな
く地震があったであろうと予想されますが、今回
は、それをはるかに上回る巨石の落下です。ご興味
のある方は、ぜひ、足をお運びになりご覧ください。

　立神峡公園管理棟には秋山幸二ミニギャラリ－を開設しておりますが、観光客を
ギャラリ－へと案内する誘導看板がありませんでした。管理棟の倉庫で使われなく
なっていた看板を加工し設置しました。すると、誘導看板の効果がてきめんに現れ、
５月の連休には観光客が続々と訪れられ、その業績に感心されていました。帰る際
には、観光パンフレットを確実に手渡すなど、その効果は徐々に表れています。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　地震の影響で、ゴ－ルデンウィ－クの予約は、どこの宿泊施設もキャンセルが相次いだ中、ここ立神峡は、愛知県
からNPO法人「ふわり」のボランティア団体が、熊本市内の医療ケア児童福祉支援活動の展開の拠点として、4月23
日から5月9日までの間、ログハウス・ロッジなどを利用されました。
　震災直後の緊急を要する状態から、生活再建フレ－ズへと状況が変化し、被災した家を片づける時間や休憩時
間、手続きなどを行う時間などが必要とされる中「ふわり」のメンバ－が、子を持つ親への一時的な預かりなどのニ
－ズを把握するための調査をされました。
　また、医療的ケア児童への対応に疲労している状態である家族を支援するために、子供たちが安心してくつろげ
る場所として立神峡の施設を活用され、ゆらゆらとたなびく龍神橋の鯉のぼりを見ながら、家族や子供達は大いに
盛り上がっていました。
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